
例会当番 宮宅 

 

 ゲスト     

          

 ﾋﾞｼﾞﾀｰ     

          

 出席率   先 週 会員数 16名 出席数   9名 出席免除 2名 欠席数 5名 

         先々週 会員数 16名  出席数  10名 出席免除 2名 欠席数 4名 

 

 欠席者    5名  井上 榊 柴田 松野 山本 

         

 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ    
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前週例会報告 

Ｒ Ｉテーマ   よいことのために手を取りあおう 

★ 会長の時間 

2025～2026 年度 RI 会長 フランチェスコ・アレッツォ 

ほ 

                 

            

★ 先週のプログラム 

http://www.k-heisei-rc.com/


 

 

 

 

皆様こんにちは、早くも今日の例会が 5回目となりました。 

もちろんこの席には慣れなくて、早く来年の 7 月にならないかと念じる日々をおくっています。 

さて本日は 8月が会員増強・新クラブ結成推進月間となっている為、会員増強についてお話しした

いと思います。会員増強はメンバーシップ・デュヴェロメントと言う言葉を直訳すれば「会員自身の

開発」であり会員の数には拘わらず、会員の内面的な意識を精神的な援助によって徐々に養い育てる

ことによる「人づくり」を意味しています。 

ロータリーが発足したのは、２０世紀初頭で、時代背景から考えれば、会員の数より質が問われた

のは当然かと思いますが、現在は両方維持しなければクラブ運営が困難な時代となっています先進国

の中でも、日本の少子高齢化と人口減少は著しく、ロータリーの会員減少は日本の縮図でもあります

が、当クラブは昨年から夜例会そして月に二回に例会減らし参加しやすいクラブづくりに工夫実施し

ていますが、現会員の夜時間の調整が出来ずに欠席者が目立っているのも事実です。なので今一度時

代にあったクラブ作りと活性化を重点に置き次年度に向けて議論し進めていきましょう。 

又本年度入会された会員のフォローと親睦を深める為会員の皆様に一層のご協力をお願いします。 
 

  

 

 

① 各ＲＣ例会変更のお知らせ 

高 砂 Ｒ Ｃ 9月 19日(金)→高砂青松ＲＣとの合同例会 於；ウエディングパレス鹿島殿 

高砂青松ＲＣ 9月 17日(水)→19日(金) 高砂ＲＣとの合同例会 於；ウエディングパレス鹿島殿 

       9月 24日(水)→休会【定款第 7条第 1節(ｄ)による】 

加古川ＲＣ 9月 23日(火)→例会取りやめ〔定款第 7条第 1節(ｄ)(1)〕 

       9月 30日(火)→例会取りやめ〔定款第 7条第 1節(ｄ)〕 

               10月 7日(火)→10月 2日(木)午後 6時 3クラブ合同例会 

                            於；加古川プラザホテル 

       10月 14日(火)→例会取りやめ〔定款第 7条第 1節(ｄ)(1)〕 

② 回覧します。 

・地区より「第 45回 RYLAセミナー報告書」（第 2670・2680地区合同） 

・（公財）ひょうご子どもと家庭福祉財団より、2025-26年度サマープログラム募金、療育募金の 

お礼状 

  ・2025-26年度地区行事 地区交流会（アクトの日）のご案内 

  ・（公財）PHD協会より PHD LETTER Vol.159 

③ Boxに 3クラブ合同例会のご案内、【END POLIO NOW】募金キャンペーン開催のお知らせと応援の

お願い、ハイライトよねやま vol.305を入れております。 

④ ＲＩより榊会員にＰＨＳ（ポール・ハリス・ソサエティ）登録証およびバッジ、桃尾会員、林会

員、榊会員にマルチプル・ポール・ハリス・フェロー認証のバッジが届いております。 

⑤ 次週 29 日(金)の例会は、地区会員維持増強委員長の前川忠範氏(加古川中央ＲＣ)がお越しになり

ます。皆さんでお出迎えよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                 

 

※ 例会欠席の時は必ず事前に事務局へ連絡！ 

※ 今日の食事；１００万ドル 
本日の幹事報告 

会 長 の 時 間  会 長  原 田  悟 



 

 

          

 

 Ⅰ協議事項 

１）９月プログラムの件                   山本 裕一例会担当小委員長 

  ９月 ５日（金）：  平成フリートーク「奉仕の重点項目について」後日打合せして決める                  

  ９月１２日（金）：  例会取消〔定款第 7条第 1節(ｄ)〕 

  ９月１９日（金）：  「３クラブ合同例会の最終打ち合わせ」 

  ９月２６日（金）： 例会取消〔定款第 7条第 1節(ｄ)〕 

      承認 

２）３クラブ合同例会の件 

   ・料理の金額相談→予算 10000円 9月に試食する 

・ゴルフの件→10組予約 

・ポリオ委員 4名参加（榊さん知り合い）案内状送る 

・懇親会の司会を山本会員にお願いする 

・※会費 11,000 円とする。親睦ゴルフは 10時頃スタート 

３）事務局お盆休みの件  （１３日～１５日）承認 

４）その他 

   ・米田さん(新入会員予定)理事会承認→会員に新入会員推薦の文章を送る     

Ⅱ報告事項 

①８月度ロータリーレート       １＄＝１４９円（現行１４５円） 

②例年歳出金 

こどもの」療育募金 10,000円(7月 17日送金)    (公財)ひょうご子どもと家庭福祉財団) 

サマープログラム募金 10,000円(7月 17日送金)   (公財)ひょうご子どもと家庭福祉財団) 

国際交流協会賛助会費 5,000円(7月 17日送金)        (公財)加古川市国際交流協会 

③７月度累計欠席連絡状況   電話：０  メール：１１  fax：０  出欠表：６  なし：０ 

 

 

 

SONG  TODAY 
 

それでこそロータリー 
 

作詞･作曲     矢野 一郎（東京ＲＣ）  

                 ピアノ伴奏・編曲  野田 精一（東京ＲＣ）  

 

どこで会っても  やあと言おうよ 

見つけた時にゃ  おいと呼ぼうよ 

遠い時には  手を振り合おうよ 

それでこそ  ローローロータリー  

 

 

 

 

８月度理事・役員会報告 



 

 

 

 

   ラリー A. ランスフォード氏が 2027-28 年度国際ロータリー会長に選出される 

文：Etelka Lehockzy 

ラリー A. ランスフォード氏（米国ミズーリ州、カンザスシテ
ィ・プラザ・ロータリークラブ所属）が、2027-28年度の国際ロ
ータリー会長として会長指名委員会により選出されました。対
抗候補者がいなければ、9月 15日に正式にランスフォード氏が
会長ノミニーとして宣言されます。 

ランスフォード氏は、ミズーリ州カークスビルにあるトルーマ
ン州立大学で学業奨学金を受け、会計学の学士号と修士号を取
得しました。ロータリーとの出会いは、ロータリー財団の国際
親善奨学金を得て、1981-82年度にオーストラリアのニューカッ
スル大学に留学したことでした。 

公認会計士であるランスフォード氏は、アーンスト＆ヤング社
に 7年間勤務した後、1990年に家族経営のバーンスタイン・ラ
イン・アドバタイジング社に入社しました。現在はバーンスタ
イン・グループの取締役副社長兼最高財務責任者を務めていま
す。カンザス・シティ・スピリット・フェスティバルやバラエ

ティ・クラブの理事を務めるほか、地元銀行の取締役や Epilepsy Foundation for the Heart of 
Americaの財務長も歴任しました。トルーマン州立大学の同窓会や財団の役員も務め、同大学の特
別功労賞も受賞しています。 

1991年にカンザスシティ・プラザ・ロータリークラブに入会して以来、地区ガバナー（2001-02
年度）、RI理事（2013-15年度）、ロータリー財団管理委員（2021-25年度、2024-25年度副委員
長）を歴任しました。また、執行委員会（2014-15 年度委員長）、会員増強委員会（2016-18年度
委員長）、RI会長指名委員会（2023-24年度委員長）など、RI委員会の委員だけでなく、ロータ
リー財団執行委員会（2023-24年度委員長）、財務委員会（2022-23年度委員長および 2024-25年
度委員長）、参加者体験委員会（2023-24年度委員長）の委員も務めてきました。 

これまでに、ロータリー財団特別功労賞、ロータリー財団功労表彰状、RI超我の奉仕賞を受賞し
ています。ジル・ランスフォード夫人との間に 2人のお子さんと 1人のお孫さんがいます。ご夫
妻でメジャードナー、遺贈友の会会員、複数のポール・ハリス・フェロー、ロータリー財団のベ
ネファクター、財団の友会員です。 

2027-28年度会長の指名委員会のメンバーは以下の通り（敬称略）： 

アン・ブリット・アセボル（Falun-Kopparvågen ロータリークラブ、スウェーデン）：委員長、マ
へシュ・コトバギ（Pune Sports City ロータリークラブ、インド）：書記、バスカー・チョカリ
ンガム（Karurロータリークラブ）、ホセ・セパルべダ・ファヤド（Pachuca Plataロータリーク
ラブ、メキシコ）、ハンス・ハーマン・ケステン（Aachen-Frankenburgロータリークラブ、ドイ
ツ）、ムハマド・ファイズ・キドワイ（Karachi Karsazロータリークラブ、パキスタン）、カテ
リーナ・コタサリ・パパディミトリウ（Pendeliロータリークラブ、ギリシャ）、ロジャー・ロー
ス（Pont-Audemerロータリークラブ、フランス）、チー・ティエン・リュー（Yangmeiロータリ
ークラブ、台湾）、アン・マシューズ（Columbia Eastロータリークラブ、米国）、パット・メリ
ーウェザー・アージェス（Napervilleロータリークラブ、米国）、三木明（姫路ロータリークラ
ブ、日本）、フリオ・シルバ・サンティステバン・オヘダ（El Rímac ロータリークラブ、ペル
ー）、ビッキー・ピュリッツ（Sparksロータリークラブ、米国）、ニッキー・スコット（Hub of 
West England District 1100 ロータリークラブ、英国）、エリザベス・ユーソビッチ（Kansas 
City-Plazaロータリークラブ、米国）、ヤン・サク・ユン（Seoul Hoehyon ロータリークラブ、
韓国） 

— 2025年 8月 

クラブ会報・雑誌 

記録小委員会 
 


